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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,245 12.7 332 142.8 323 168.0 151 139.0
22年3月期第2四半期 7,313 △11.8 136 △68.5 120 △71.4 63 △74.7

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 16.14 ―
22年3月期第2四半期 6.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,330 3,059 32.8 325.98
22年3月期 8,831 2,994 33.9 319.03

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,059百万円 22年3月期  2,994百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 7.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,800 7.0 390 13.3 370 21.2 170 49.1 18.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続を終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 9,389,000株 22年3月期  9,389,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,493株 22年3月期  2,493株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 9,386,507株 22年3月期2Q 9,386,507株
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当第２四半期連結累計期間(平成22年4月１日～平成22年９月30日)におけるわが国経済は、リーマ

ンショック以降の景気落ち込みからの世界的な反動、企業のコスト削減努力に基づく経営体質の強

化、新興国向けを主とする好調な輸出等により、大手を中心に企業収益が回復しました。  

  また猛暑ならびにエコ優遇対策効果等により個人消費も底堅く推移しました。  

  しかしながら円高ならびにデフレ経済の継続、国内株式市場の低迷、エコ関係の政策効果の縮小等

から今後の国内景気は減速基調との予想が増え、景気の先行き不透明感が強まっております。  

  かかる環境下、当第２四半期連結累計期間における当物流業界におきましては、輸入食品は、中

国・ブラジルを中心に畜産物が増加しました。また水産物、野菜・果実等、その他食品も総じて増加

しました。景気の回復に伴って鋼材の国内物流取扱いにおいても増加傾向が見られました。  

  このような状況の中、当社グループは営業努力による輸出入貨物の取扱い等の受注獲得に努めた結

果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は前年同期間比１２．７％増の８２億４５百万円

となり、連結経常利益は前年同期間比１６８．０％増の３億２３百万円となりました。  

  また連結四半期純利益は前年同期間比１３９．０％増の１億５１百万円となりました。  

  

セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。  

[港湾運送事業および港湾付帯事業]  

 港湾運送事業は、港湾施設使用料収入が増加したため、売上高は前年同期間比１９．９％増の３９

億２４百万円となりました。  

 陸上運送事業は、鋼材のトラック運送料収入が増加したため、売上高は前年同期間比８．５％増の

１３億７４百万円となりました。  

 倉庫業は、保管料収入が減少したため、売上高は前年同期間比２．２％減の１４億２６百万円とな

りました。  

 通関業は、輸入食品衛生検査料収入が増加したため、売上高は前年同期間比１６．９％増の１３億

２３百万円となりました。  

 この結果、港湾運送事業および港湾付帯事業の売上高は前年同期間比１２．９％増の８０億４８百

万円となり、セグメント利益は前年同期間比３９．１％増の６億４２百万円となりました。  

[その他事業]  

 その他事業は、構内作業料収入が増加したため、売上高は前年同期間比６．４％増の１億９７百万

円となったものの、倉庫賃貸料の減少によりセグメント利益は前年同期間比８８．５％減の３百万円

となりました。  

  

なお、第１四半期連結累計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。これによる報告セグメントは前

第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメントと同一であるため、前年同期間比較を行っており

ます。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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セグメント別売上高 

 

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

①資産、負債、純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の資産は９３億３０百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億９８百

万円増加いたしました。主な要因は現金及び預金が３億６７百万円、長期預金が２億円減少した一方、

受取手形及び営業未収入金が５億４百万円、無形固定資産が新基幹系システム開発により１億５２百万

円、保険掛金他（投資その他の資産・その他）が３億２５百万円それぞれ増加したことによるものであ

ります。  

 負債は６２億７０百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億３３百万円増加いたしました。主な要

因は支払手形及び営業未払金が２億２８百万円、未払法人税等が６８百万円、未払費用・預り金他（流

動負債・その他）が１億２０百万円それぞれ増加したことによるものであります。   

 純資産は３０億５９百万円となり、前連結会計年度末に比べ６５百万円増加いたしました。主な要因

は利益剰余金が前連結会計年度の剰余金処分により６５百万円が減少した一方、当四半期純利益の計上

により１億５１百万円増加したこと。その他有価証券評価差額金が１９百万円減少したことによるもの

であります。  

  

②キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動によ

り３３百万円、財務活動により９２百万円減少したものの、投資活動により３億８百万円増加したこと

から、前連結会計年度末に比較し１億８２百万円増加し、当第２四半期末には、９億８５百万円となり

ました。  

  当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。  

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

  営業活動において減少した資金は３３百万円となりました。  

  これは税金等調整前四半期純利益が２億７９百万円となり、仕入債務の増加額２億２８百万円があっ

たものの、売上債権の増加額５億４百万円、法人税等の支払額７９百万円があったことによるものであ

ります。  

  

区分

前第２四半期連結累計期間
自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日

当第２四半期連結累計期間
自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日

前年同期間比

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減比
(％)

  港湾運送事業及び 
  港湾付帯事業

7,128,850 97.5 8,048,403 97.6 919,553 12.9

   港湾運送事業 3,271,725 44.7 3,924,160 47.6 652,435 19.9

   陸上運送事業 1,266,278 17.3 1,374,409 16.7 108,131 8.5

   倉庫業 1,458,937 20.0 1,426,716 17.3 △32,221 △2.2

   通関業 1,131,908 15.5 1,323,116 16.0 191,208 16.9

  その他事業

   その他事業 185,100 2.5 197,035 2.4 11,934 6.4

合計 7,313,951 100.0 8,245,439 100.0 931,488 12.7

（2）連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

  投資活動において増加した資金は３億８百万円となりました。  

  これは定期預金の預入による支出１２億１０百万円、保険積立金の積立による支出３億２２百万円、

無形固定資産の取得による支出１億４百万円があったものの、定期預金の払戻による収入１７億６０百

万円、長期預金の払戻による収入２億円があったことによるものであります。  

  

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）  

  財務活動において減少した資金は９２百万円となりました。  

 これは配当金の支払額６４百万円があったことによるものであります。  

  

  

業績予想につきましては平成22年11月５日に公表した「業績予想の修正に関するお知らせ」の内容に

変更はございません。  

  なお、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが変更が必要な場合には、速やかに開示いたしま

す。  

  

  

  

 (3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

  

（簡便な会計処理） 

 該当事項はありません。 

  （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

    該当事項はありません。 

  

1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 

  針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

   これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ210千円減少し、 

  税金等調整前四半期純利益が6,930千円減少しております。 

 2.「企業結合に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平 

  成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月 

  26日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12 

  月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、 

  「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基 

  準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月 

  26日）を適用しております。 

 3.表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務 

  諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴 

  い、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示して 

  おります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,195,407 2,563,292

受取手形及び営業未収入金 2,898,246 2,393,949

たな卸資産 92,134 66,301

前払費用 45,716 34,772

繰延税金資産 119,654 106,829

その他 292,163 250,044

貸倒引当金 △18,935 △15,813

流動資産合計 5,624,387 5,399,377

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 449,299 449,385

機械装置及び運搬具（純額） 12,804 14,092

土地 1,412,637 1,412,637

リース資産（純額） 75,120 76,210

その他（純額） 47,355 16,082

有形固定資産合計 1,997,217 1,968,408

無形固定資産 444,372 292,012

投資その他の資産

投資有価証券 287,516 326,543

破産更生債権等 168,244 155,757

繰延税金資産 345,459 335,879

長期預金 － 200,000

その他 627,404 302,191

貸倒引当金 △164,441 △148,323

投資その他の資産合計 1,264,183 1,172,048

固定資産合計 3,705,774 3,432,469

資産合計 9,330,161 8,831,847
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,765,429 1,536,947

短期借入金 1,199,811 1,263,313

未払法人税等 154,781 85,956

賞与引当金 238,036 219,614

その他 414,079 294,008

流動負債合計 3,772,137 3,399,839

固定負債

長期借入金 1,199,183 1,150,181

再評価に係る繰延税金負債 213,666 213,666

退職給付引当金 903,960 869,851

役員退職慰労引当金 1,449 1,307

負ののれん 1,860 3,720

長期未払金 92,990 119,525

その他 85,146 79,133

固定負債合計 2,498,256 2,437,385

負債合計 6,270,393 5,837,224

純資産の部

株主資本

資本金 856,050 856,050

資本剰余金 625,295 625,295

利益剰余金 1,577,996 1,492,175

自己株式 △909 △909

株主資本合計 3,058,431 2,972,610

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,208 13,148

土地再評価差額金 3,885 3,885

為替換算調整勘定 3,659 4,978

評価・換算差額等合計 1,336 22,011

純資産合計 3,059,768 2,994,622

負債純資産合計 9,330,161 8,831,847
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業収益 7,313,951 8,245,439

営業原価 5,584,488 6,381,779

営業総利益 1,729,462 1,863,659

販売費及び一般管理費 1,592,490 1,531,137

営業利益 136,972 332,521

営業外収益

受取利息 4,404 3,598

受取配当金 3,008 2,962

受取保険金 2,588 2,695

受取地代家賃 1,600 2,018

負ののれん償却額 1,860 1,860

その他 2,378 5,282

営業外収益合計 15,841 18,419

営業外費用

支払利息 25,038 23,385

為替差損 4,213 223

その他 2,940 4,078

営業外費用合計 32,191 27,687

経常利益 120,621 323,253

特別利益

固定資産売却益 － 297

投資有価証券売却益 550 －

貸倒引当金戻入額 － 515

特別利益合計 550 812

特別損失

固定資産除却損 3,411 1,292

投資有価証券評価損 － 33,649

ゴルフ会員権評価損 100 2,550

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,720

特別損失合計 3,511 44,212

税金等調整前四半期純利益 117,659 279,853

法人税、住民税及び事業税 54,642 147,549

法人税等調整額 8,889 △19,222

法人税等合計 63,532 128,327

少数株主損益調整前四半期純利益 － 151,526

少数株主損失（△） △9,284 －

四半期純利益 63,411 151,526
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 117,659 279,853

減価償却費 36,427 48,886

負ののれん償却額 △1,860 △1,860

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,720

ゴルフ会員権評価損 100 2,550

貸倒引当金の増減額（△は減少） 848 19,239

退職給付引当金の増減額（△は減少） 42,559 34,239

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,383 141

受取利息及び受取配当金 △7,413 △6,561

支払利息 25,038 23,385

為替差損益（△は益） － 203

投資有価証券評価損益（△は益） － 33,649

投資有価証券売却損益（△は益） △550 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △297

有形固定資産除却損 3,411 1,292

売上債権の増減額（△は増加） △159,145 △504,036

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,689 △25,832

仕入債務の増減額（△は減少） 4,554 228,481

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,123 5,183

その他 △99,884 △48,189

小計 △22,057 97,048

利息及び配当金の受取額 5,865 7,461

利息の支払額 △25,917 △31,425

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △196,997 △79,572

役員退職慰労金の支払額 △39,342 △26,535

営業活動によるキャッシュ・フロー △278,449 △33,023

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,850,000 △1,210,000

定期預金の払戻による収入 200,000 1,760,000

長期預金の預入による支出 △200,000 －

長期預金の払戻による収入 － 200,000

保険積立金の積立による支出 － △322,579

保険積立金の解約による収入 － 12,004

有形固定資産の取得による支出 △3,728 △12,099

有形固定資産の売却による収入 445 400

無形固定資産の取得による支出 △12,440 △104,920

投資有価証券の取得による支出 △3,683 △16,155

投資有価証券の売却による収入 1,356 6

子会社株式の取得による支出 △6,139 －

貸付けによる支出 △14,200 △7,900

貸付金の回収による収入 17,371 9,609

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,871,019 308,365
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 378,803 350,000

短期借入金の返済による支出 △378,803 △350,000

長期借入れによる収入 360,000 370,000

長期借入金の返済による支出 △373,000 △384,500

リース債務の返済による支出 △7,945 △13,797

配当金の支払額 △65,324 △64,287

財務活動によるキャッシュ・フロー △86,270 △92,584

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,310 △641

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,239,049 182,115

現金及び現金同等物の期首残高 3,270,869 803,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,031,819 985,407
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当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １．事業区分は、当企業集団における事業別収入区分によっております。 

    ２．各事業の主な業務 

  (1)港湾運送事業及び港湾付帯事業・・・・一般港湾運送事業、港湾荷役事業、一般貨物自動車運送事業 

                      運送取次事業、倉庫業、通関業 

  (2)その他事業・・・・海運代理店業、構内作業、港湾関連作業、外航利用運送事業 

   

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

    全セグメントの営業収益の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメ 

     ント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

    海外営業収益が連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。 

  

[セグメント情報] 

 １．報告セグメントの概要 

   当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取 

   締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって 

   いるものであります。 

    当社グループは港湾運送事業及び港湾付帯事業を中心にその他周辺事業を含めた事業活動を 

   展開しております。 

    従って、当社グループは事業別セグメントから構成されており、「港湾運送事業及び港湾付 

   帯事業」を主要セグメントに、海運代理店業等の港湾周辺事業を営む「その他事業」を加えた 

   ２つを事業セグメントとしております。 

    なお、前連結会計年度のセグメント区分から変更ありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

港湾運送事業及
び港湾付帯事業 

(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営 業 収 益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

7,128,850 185,100 7,313,951 ― 7,313,951

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 43,598 43,598 （43,598） ―

計 7,128,850 228,699 7,357,549 （43,598） 7,313,951

営業利益 461,564 28,580 490,144 （353,172） 136,972

【所在地別セグメント情報】

【海外営業収益】
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 ２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

                                     （単位：千円） 

 
（注）1.セグメント利益の調整額△312,837千円には、セグメント間取引消去△20,747千円、各報告 

     セグメントに配分できない全社費用292,090千円が含まれております。 

   2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 

  

 （追加情報） 

    第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計 

    基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指 

    針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

      該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

港湾運送事業及
び港湾付帯事業

その他事業 合 計
調整額 
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２

営 業 収 益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

8,048,403 197,035 8,245,439 ― 8,245,439

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 20,747 20,747 △20,747 ―

計 8,048,403 217,782 8,266,186 △20,747 8,245,439

セグメント利益 642,086 3,272 645,359 △312,837 332,521

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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